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１．はじめに  

「平成 27 年 9 月関東・東北豪雨」において，関東地

方では 600mm を超える記録的な大雨となり，千葉県に

おいても市川市真間川（図-1,2）周辺で洪水被害が起き

た．特に，市川市菅野付近では河道幅が急激に狭まっ

ているため洪水が起きやすく，床上浸水などの被害が

発生した（図-3）．この流域では急激な市街化に伴い，

洪水被害が多く発生しており，1989 年～2013 年の主な

水害だけでも 14件の洪水被害があったことが記録され

ていることから 3)，今後も大規模な台風・集中豪雨によ

り洪水被害に襲われる可能性が高い． 

本研究では，市川市真間川について「平成 27 年 9 月

関東東北豪雨」による洪水被害の再現計算を行うとと

もに，今後の対策として，断面拡幅と底面浚渫を行っ

た場合の効果について検討した． 

２.解析条件 

(1)計算モデル 

 解析には iRIC
4)の Nays2DFlood ソルバーを用いた．座

標系は一般曲線座標で境界適合座標を用いた非定常 2

次元流計算により解析した． 

(2)使用データ  

 河川断面図は真間川断面CADデータと平面座標デー

タの 2 つの図面から河川定期縦横断データ作成ガイド

ライン 5)に基づき CSV データを作成した．断面データ

が不足している河川においては，付近の類似断面を使

用するとともに，地図標高を直接入力した．河川周囲

の地勢データは国土地理院標高タイル（基盤地図情報

数値標高モデル DEM5A）を使用した． 

(3)計算条件 

 計算領域は，図-4 に示す真間川上流部の市川市菅野

付近とし，計算対象豪雨は平成 27 年 9 月関東東北豪雨

とした．ただし豪雨時の真間川の流量データが不明な

ため，船橋市の 9/9～9/10 で 48 時間分の降水量 6)を基に

合理式より算出した流量を図-5 のように設定した．流

域面積は 65.6km
2 3)，実際の洪水被害の洪水域と一致さ

せるように流出係数を設定した．下水道の流入は考慮

していない．計算条件を表-1 に示す．洪水の流入点は

A,B,C の 3 地点とし，各河川幅から流量配分を A:40%，

B:20%，C:40%と設定した．  

洪水対策条件として，河道幅を 3m 拡幅と 6m 拡幅し

たもの，および河床浚渫を実施したケースについて検

討した．河道幅変更点は，河道幅が狭くなっている真

間川本流の 1500m とし，河床浚渫では流入点 B から

800m を 3m 浚渫し，流入点 A から 1500m，及び 300m

を 2m 浚渫とした．拡幅地点と流入点を図-4 に示す． 

３．関東東北豪雨の再現計算 

 「平成 27 年 9 月関東東北豪雨」に対する真間川の洪

水再現結果を図-6 に示す．流量ピーク 27.3m/s³時の浸

水域は関東東北豪雨時の被害状況と概ね一致している．

浸水被害状況としては，地域①（菅野 5 丁目）と地域

②（東菅野 4 丁目）において広範囲に浸水しており，

 
図-1 真間川流域 1)   図-2 真間川流域(拡大図) 

 

 
図-3 菅野付近の被害状況 2)

 

 

 
図-4 計算領域 

 
図-5 流量データ 
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菅野 5丁目においては最大で深さ約 80cmの浸水が発生

している．浸水地点の特徴を見ると，河道幅が狭い地

点の合流点において浸水被害が多く発生し，河川の水

位も河道幅が狭い部分が特に高くなっている． 

４.洪水対策の検討 

(1)断面拡幅の場合 

 洪水対策として，河道幅を 3m 拡幅したときの結果を

図-7(a)に，6m 拡幅したときの予測結果を図-7(b)にそれ

ぞれ示す．3m 拡幅では真間川沿いの浸水域が減少して

いるものの，地域①（菅野 5 丁目），地域②（東菅野 4

丁目）の浸水域は拡幅していない結果とほぼ変わって

いない．拡幅 6m では地域①②ともに浸水面積が減少す

るものの，住宅地の浸水を防ぐことはできていない． 

(2)断面拡幅と底面浚渫の場合 

 洪水対策として，断面拡幅 3m と底面浚渫 2m の結果

を図-8 に示す．流入点 A での浸水域は計算設定上残る

ものの，真間川両岸の住宅地の浸水域は消滅し，洪水

対策としての効果が認められる．しかし地域②では地

形が周囲に比べ低いために一部地域でわずかに浸水が

残り，さらなる対策が必要である． 

４．まとめ 

 「平成 27 年 9 月関東東北豪雨」の市川市真間川の洪

水被害の再現，及び洪水対策について検討した結果，

菅野 5 丁目，東菅野 4 丁目において広範囲の浸水が確

認され，真間川の断面拡幅 3m と底面浚渫 2m の実施に

より，洪水対策として効果があることがわかった． 
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表-1 計算条件 

計算対象期間 2015/9/9～9/10 

計算終了時間(sec) 172800 

計算タイムステップ(sec) 0.1 

出力時間間隔(sec) 60 

格子数 228501 

移流項の差分方法 風上差分 

下流端水位 自由流出 

降水設定 無効 

 

 
図-6 真間川周辺の被害状況     

 

 
(a)拡幅 3m の予測結果  

 

 
(b) 拡幅 6m の予測結果 

図-7 洪水対策予測結果 

 

 
図-8 断面拡幅と底面浚渫の予測結果 
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